
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岩手医科大学医歯薬総合研究所医療開発研究部門の西塚哲教授のグループの研究成果の論文が、PLOS ONE、
Gastroenterology に掲載となりましたのでご紹介します。 
 
血液中を流れる患者特有のがん由来 DNA（ctDNA）に関する論文で、消化器がんにおける ctDNA のデジタル PCR
による超高感度検査の実用性を世界で初めて示しています。 
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これらの研究のデジタル PCR 用のプライマー・プローブに、日本遺伝子研究所の Hypercool テクノロジー™が用
いられています。 
 
Hypercool Primer & Probe 合成について 
⇒詳細はこちら 
 
 
Hypercool Primer & Probe デザインについて 
⇒詳細はこちら 
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